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みんなが輝いた最後の運動会！ 
 前日の大雨で心配されましたが、６月２５日

（土）に３年ぶりの運動会、有珠小にとっては最

後の運動会を開催することができました。 

◆自分の記録を伸ばしたい、一緒に走る友達に負け

たくないという気持ちで必死に走った徒競走 

◆地面すれすれに網を引き、体全体で豊漁の喜びを

表したよさこいソーラン 

◆周りの音をしっかり聞き取り、全校児童の気持ち

が一つになった鼓笛演奏 

◆運命走や保護者競技で見せた微笑ましい笑顔 

◆異学年で楽しんだ大玉転がし、玉入れ 

◆「次、お願い！」「よし、頑張るぞ！」バトンを

通した心の会話 

◆高学年が行動や役割を通してリーダーシップを

発揮した入場行進、開・閉会式、応援合戦。 

 

 

 

 

 

 

 

子供たち一人一人が輝いていました。 
６月の全校朝会でこんな話をしました。「ダイヤ

モンドなどの宝石は初めから輝いているわけでは

ありません。何度も何度も磨いて輝くようになりま

す。人の場合、『磨く』ということは『努力する』

ということ。努力を重ねることで輝けるのです。運

動会に向けて一生懸命努力してください。」 

子供たちはこれまでたくさんの努力を積み重ね

てきました。体育や音楽の授業だけではなく、朝の

時間や休み時間にも鼓笛やリレーの練習を重ねて

きました。帰宅後、グラウンドに来て、徒競走の練

習や応援合戦の声出しの練習をしている子供がい

ました。このような努力を積み重ねた結果、運動会

当日に子供たちは輝くことができたのです。 

 運動会という教育活動を通して、体力や運動能 

学校教育目標 
◎進んで学習する子ども 

◎思いやりのある子ども 

◎たくましい子ども  

１学期終業式を迎えて 
 本日、１学期の終業式を迎えました。全校児童

２４名、完全複式学級でスタートした令和４年

度も４カ月が過ぎました。閉校年度を迎え、子供

たちには「大きな学校でも輝く子」になってほし

いと願い、１学期の教育活動に傾注してまいり

ました。 

 １学期の始業式では、特に「勉強」「運動」「発表」

に頑張り、「すごい！」と言われることをたくさん

身に付けてほしいと話しました。 

 「勉強」の面では、日常の授業の頑張りはもちろ

んですが、家庭での学習に頑張りを見せた子どもが

たくさんいました。下の写真は廊下に掲示している

家庭学習の紹介コ 

ーナーです。宿題 

の他に、自分に必 

要な、あるいは興 

味・関心に応じた 

学習内容を選び、 

取り組みました。 

また、読書活動 

にも積極的に取り 

組みました。写真 

は新刊図書の掲示です。さらに、図書委員会の子供

たちは１週間交代でお勧めの本を紹介しています。

読書は「学習の基盤」でもあり「心の栄養」でもあ

ります。２学期以降も継続して取り組みたいと考え

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運動」の面では、何といっても「閉校記念大運動

会」の取組が子供たちを大きく成長させました。走

力だけではなく、よさこいの踊りを通しても足腰が

十分に鍛えられました。その証明となったのが７月

上旬に全校で行った「新体力テスト」です。 

昨年度の自分の記録を大きく更新できた子供も

たくさんいました。 

最後に「発表」です。１学期の発表場面を挙げる

とすると、やはり「運動会」です。開閉会式や応援

合戦は、態度や姿勢の「発表」でもあります。特に、

高学年の子供たちは大きな役割を担い、しっかり

とやり遂げてくれました。この他にも、始業式や終

業式、全校朝会などでも学年や委員会活動の発表

がありました。話す内容を事前に考え、暗記し、

堂々と話す姿に成長を感じました。 

 
 

自信をもって交流授業へ！ 
 １学期の努力により自信をつけた子供たちが、

７月１３日に伊達西小学校へ交流授業に行ってき

ました。今年度は２回目、昨年度と合わせると３回

目になります。今回はスクールバスの乗車体験も

兼ね、１日日程の交流でした。授業時間の他、朝・

帰りの会、中・昼休み、給食、清掃時間、全ての時

間を過ごしました。子供たちの様子を見ていまし

たが、臆することなく積極的に交流していました。

慣れもあるかもしれませんが、有珠小学校で身に

付けた力が、自分自身の背中を押していたのでは

ないかと思います。 

 
 １学期、子供たちに大きな事故や怪我もなく、終

えることができました。また、閉校・統合に関わる

事業も確実に進展しております。これも保護者の

皆様、地域の皆様のご理解とご協力に他なりませ

ん。心より感謝申し上げます。 

 夏休みは、子供たちの心と体のリフレッシュと

ともに、長期休業にしかできない体験ができるこ

とを願っておりますが、新型コロナウイルスが再

拡大しております。熱中症に注意しながらも、同居

家族以外の方と接する場合は、十分な感染防止対

策をお願いいたします。発熱等の風邪症状がある

場合は速やかな受診、PCR 検査等を受検した場合

は学校への連絡をお願いいたします。連絡先等は

裏面をご覧ください。        

校長 柳澤君彦 

 

https://www.city.date.hokkaido.jp/kyoiku/detail/00001171.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 日(金) 回顧展 1 日目 

6 日(土) 回顧展 2 日目 

7 日(日) 回顧展 3 日目 

11 日(木) 山の日 

12 日(金) 学校閉庁日 

14 日(日) 道民家庭の日 

15 日(月) 学校閉庁日 

16 日(火) 学校閉庁日 

18 日(木) 2 学期始業式 

19 日(金) B 日課 委員会  

     夏休み作品展・返本週間（～24 日）  

21 日(日) 道民家庭の日 

22 日(月) ＰＴＡ朝の街頭指導（～26 日） 

23 日(火) 不審者対策教室 

24 日(水) 5 時間授業 栄養指導(1・2 年) 

26 日(金) 自由研究発表会 

27 日(土) 市 P 連研究大会（カルチャーセンター） 

31 日(水) 全校朝会 

８月行事予定 
夏休み 7月23日（土）～8月1７日（水） 
 

 有珠海水浴場・アトゥイもオープンし、交通量も

多くなることが予想されます。自転車や水の事故、

熱中症などの危険があります。あわせて引き続き新

型コロナ感染症対策も行っていく必要があります。

ご家庭でも感染対策に取り組んでいただきたいと

思います。下記のことがありましたら、速やかにご

連絡いただきますようお願いいたします。 

〇児童に重大な怪我、事故などがあった場合 

〇児童本人や同居家族が新型コロナウイルスに感

染した場合、濃厚接触者になった場合、さらに医

師や保健所の指示で PCR 検査または抗原検査を

受けることになった場合 

○不審者などの情報は警察へも早めの連絡を！ 

有珠小…38－2004 

学校閉庁日（8／11～16）…080－8832－2260 

有珠駐在所…38－2110・伊達警察署…22－0110 

 

 
7 月 12 日（火）のオンライン授業、ご協力あり

がとうございました。1 年生を含め、特にトラブル

もなく授業を進めることができました。 

もしもに備え、2 学期にも行う予定ですので、ど

うぞよろしくお願いします。 

 「いきものいんく」の加藤康大氏による学校周辺

の生き物探索の学習が、今年度全学年で取り組ん

でいます。5 月に 1 回目、7 月に 2 回目が行われま

した。どの学年も普段見慣れた場所に様々な生き

物がいることに興味津々でした。秋、冬にも予定し

ており、季節に応じた学びを進めていきます。 

 有珠小最後となる磯遊びが予定通り、行われま

した。アトゥイも使わせていただいたうえ、有珠

子供倶楽部から「ジュース」と「かき氷かアイス」

を差し入れしていただき、大変楽しい時間を過ご

すことができました。 

 有珠小での思い出深いひと時になったかと思

います。関係の皆様、ありがとうございました。 

長期休業中のお子様の見守りのお願い 
 明日から夏休みです。普段の生活リズムが変わ

り、心身にストレスを抱えることも考えられま

す。ご家庭での見守りをお 

願いいたします。 

 また、本日、相談窓口の 

一覧を配布いたしましたの 

で、ご活用ください。 


